














































 （紋別） ・ 「釧路演劇集団」
（釧路） ・ 「みずなら」 （斜里） 。
札幌からは「座れら」 「新
劇場」 「劇団風の子北海道・福島」 、江別は「川」 「ドラマシアターども」 。全国リアリズム演劇会議から「しろたに
まもるさん」 （川崎京浜共同劇団）が腹話術で友情出演。
芝居の転換時間には（どもで）ろう劇団舞夢・しろ
まるさんのおとぎよみ・うるうる亭・ピエロショウ・落語・ベリーダンス・ロック・フォーク・ブルーグラス・・。全公演、舞夢サポーターズによる手話通訳つき キャパ一五〇人 公演時間は一時間のルール。
主たる運営は、ども 若手と地元の実行委員会（若
手の定義は？六〇歳以上はバックアップ） 。キャッチコピーは「江別でひろげるつながりの輪」！
　
秋空の下、
会場はど 公演も満杯に。親子で楽しめる公演パマンスもあり子供たちも多かった。
道演集の演劇祭は、一九六三年の砂川での一回目か
ら始まり、江別では一九九四年・二〇一〇年・二〇一七年の三回目です。労働運動・農村の青年団・高校演劇・・戦後の北海道の歴史の中で生れ、つながってきた「北海道演劇集団」 。現在は一五劇団（八市町村） 。地元の江別高校演劇部出身の私たち夫婦にとっては、高校時代札幌
釧路演劇集団「赤い陣羽織」
